日中の受動表現――日本語学習の観点から―― by 孫, 桂琴
現代日本話において、
文法に関する日中両国語の対照研究は、
語構成・文の構成・表現形式などについては、
研究がかなり進ん
でいると酋ってもよい。本稼は、
中国で日本語教育に携わってき
た私が、
酋語理論をどのように教打現場に生かすという観点から
のものである。
日本話の学習の中で、
日本語の受動表現は、
大変
多様で、
特に迷惑の受け身表現は、
中国語に直訳すると、
なかな
か意味が通じない場合が多い。例えば、
客に来られて、
勉弛ができなかった。／被客人来、
没能学習。
9. x 9その逆に、
中国栢で極静通の受動表現を、
日本師に訳すと、
受
動表現が不可能の場合もある。例えば、
他被那件事愁死了。／彼はそのことに困られてしまった。⑱
本来日本語の受動表現は「木を切り倒すー木が切り倒される」、
「刑事が犯人を週まえる
I
犯人が刑事に姐まえられる」のように、
序論
日中の受動表現
ー日本語学習の観点からーー＇
他勁詞の目的語が受け身の主体となっ
て、
成立するものであるが、
日本語の場合には、
自動詞についても、「雨に降られる」、「子に
先立たれる
J
のような受け身の形が見られる。
これは不本意な意
味で、
迷惑のニュアンスを持つ酋い方であ
り、「迷惑の受け身」
と呼ばれる。迷惑の受け身 「泥水を跳ね返された」、・「塀に車をぶつけられた」のように、
他動詞についても成立するが、
この場
合には晋通、
他動詞の目的話は受け身の主体とならない。
中国
語では
、「被・
譲・教・叫・給・
由」などの「介詞」と
「挨・受」などの動詞によって、
表される受動表現がある。中に
は、
日本梧と同じような使い
方もある。これは日
本語学習の際、
便利であるが、
と同時に、
意味と用法の異なる場合、
両者を混同
して、
間違えることもある。
日本語の受動表現
は、
外国人の学習者にとって、
難しい問姐の
―つである。それを使いこなすに
は、
母国語との類似点と相違点
をよく知ることが大切である。
それでは、
次に日本語と中国語に
おけるそれぞれの受動表現を
比較しながら、
見ていこうと思う。
孫
桂
琴
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古来、
日本語の口語では、
あまり受け身が使われなかった。時
として、
使われたとしても、
不泊｀
不本意の意味の含まれる迷惑
の受け身であった。
ところ
が、
明治以後、
西欧語の影奔を受けて、
非情物を主語にすえ 受動
形も現れるようになった。
例えば、
m
日本は海に囲まれている。
②私のこの気持ちは、
次に挙げる有烏武郎氏の文章によ
って、
さらに一層はっきり裏世きされるだろうと思う。（上田英夫「現代文穿請座」
）
以上の例文では、
主語にすえた
「日本」、「心持ち」は、
能動文
において、
それぞれ「囲む」、「裏杏きする」
の客語である。
中国梧にも、
このたぐいの受動形がある。例えば、
m
蓬花被微風吹起。／郊の花は徴風に吹かれて、
邦い上がった。
③夜空被五彩濱紛的焔火照得光彩称目。／夜空は花火の輝きに
照らされ
て、（見る者の）目を兼うばかり美しい彩りになっ
こ
。
t
以上挙げた
二文では、
主語
は非梢物を表す名詞で、
「淡花」、
「夜空」
は、
能動文において、
それぞれ「吹」、「照」
の客誦であ
ることで、
前に梁げた日本語の受け身文と同じ形式だと言ってよ
かろう。
このたぐいの受勁形は（主語が有梢の場合も含
めて）、
時とし
客観的な叙述に用いる受け身
て、
話し手の強閥したい気持ちと相侯っ
て、
客諾であるべき語を
一番最初の位箆にすえ、
それを話題として、
客観的に論じ 場合
に使われる。
また、
文脈から言うと、
これは、
主語の一致性の要
求に応じることにも役立つのであ
る。
例えば、
m
我要利用祢仰、
而不被祢何所利用。（老舎）
／私はあなたた
ちを利用しよう。しか 、
あなたたちに利用されない。
③
太郎は両棲類になっ
た。
一日中シュノーケルをつけて、
海に
湘っている。
海の中の世界の美しさにとりつかれたのである。
（凶口野綾子の「太郎物
語」）
③
内供は首を振って、
痛くないという意味を示そうとし
た。
と
ころが昴を跨まれているので、
思うように首が動か
ない。
（芥川竜之介「昴」
）
以上のような二つか、
それ以上の文からなっている例は、
主話
が、
ただ一度しか現れな
い。
こ
れは受け身表現がある
か
ら、
後文
に主語がなくても、
前文と同じであることを意味している。
以上
の各例文は、
能動文の「AはBを：―.する」から変わったもので、
動作主は文頭に出てくる。
とこ
ろが、
動作主の現れない場合も少
なくない。例えば
m
四月七日には入学式が行われます
。
切会議が開かれる。このような、
中国器で「挙行入学典礼」、「間会」の能勁態で表
される文を、
日本語では、
受動形で表すほうが自然である。
しか
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し、
中国人の学習者には学習しにくい用法である。中国栢
の受け
身表現には、
Z会被開了」／会訊が開かれる」と
いう
酋い方がな
い。「開会／「会譲をする」と言うと、
いかにもこちらが巡んで
そうするという感じである。
そのため、
自然にそのような状態に
なるという意味を表すには
、「有会」／「会賊があ
る」
というの
がよさそうであ
。なかなか受動形で表せない。
時としては、
過
去のことを叙述するに
、「会間了」／「会訊が開いた」のような
表現もあるが、
これは形式上で、
受動文でないようだが、
意味の
上では、
受け身表現である。中国甜ではこういうたぐいの受け身
表現もよく見られ 。
例えば、「北
京招放了」／「北京が解放し
た」、「茶杯打破了」／「コップが壊した」
、「人民生活遂歩改善」
／「人民の生活がだんだん改善する」などがそれである。だから、受け身とは、
必ず中国語の「被」に相当するという考えに拘らな
いで、
その内的意味を理解することが大切である。
以上挙げた例文は、非梢の受け身として、
客観的な叙述の一っ
で、
話し手と熊関係に行われることを表す場合が多い。もう一っ
客観的な叙述で、
受け身で状態を表す場合もある。
m机の上に本が171かれている。②花祖に花が植えられている。このような文を
中国語に訳せば、「点子上放焙柑」、「花檀里裁
箔花」のような状態を表す能勁文になる
。こ
れは中国語の受動形
ではなかなか表せ い。
客観的な叙述に用いる受け身で、
自発とつながる受動形もある。
日本人の多くは非常に婉曲的な叙述が好きで、
ものを酋う場合、
客観的な色彩をそえて言
ったり
する。例えば、「：
．．．． 
と酋われて
いる」、「；
．．．． 
と思われる」、「：
．．．． 
と考えられる」のような表現が
それである。
これは許返性、
一般性を含む表現である。
このよう
な表現は主体の主観的な判断が含まれないので、
自発と区別がつ
かない。
だから、
この点では、
受け身と自発とがつながると見ら
れる。
これを中国語で表す場合、
受け身だけで不十分であり、
ま
た、
その動詞の前に、
一般とかいうような辿用修節栢を使わなけ
ればならない
そこから日本人の個人の考え方を人に押し付ける
ことを避ける。
泣回しにものを雷う意微が何われる。
以上客観的な叙述に用いられる受け身をあげたが、
B中両国語
共に、
非情物を主栢にすえる場合が多い
。ところが日本柄では、
非梢の受け身が多いけれども、
必ずしも制限がないとは限らない。
中国人の学習者はよく次のような文を作り出す。
い昨日、
買った本が林さんに持って行かれた。
ゆこの本は李さんに読まれている。これは文法的には、
何の間述いもないようだが、
言胚習泊とし
て、
日本語であまりそういう酋い方をしない。
こういう文を作り
出すのは、
中国語で「那本街叫小林念走了」のような口語文の発
想にそのまま従ったためであろう。
ところが日本語では、
いわゆ
る「非情な受け身」は客観的に事実を叙述するた
め、
動作主はあ
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客語を含んだ受け身
まり問題にならない。
動作主が問姐になるにしても、
ある具体的
な特定なものではなく、
抽象化したものを動作の主体とするのが
一般的である。「こ
の本は李さん
に読まれてい
る」を＿この本は
青年の間で（人々に）愛読されている
l
とでも直さなければ成立
できない。
要するに、
以上述ぺたこの稲の受け身表現は、
日本語と中国語
と、
それぞれに多
く使われている。「日本は海に囲まれている」、
「弟は父に叱られた」のような直接受け身
は、
日中両国語では、
同じような表し方であるため、
中国人の学習者はあまり誤りをし
ない。
とこ
ろが「会議が開かれる」、「：•'と思われる」のような、
受け身表現の裏に、
一種の自然、
自発、
婉曲の意味の含まれる文
は、
中国人の初学習に
は、
理解しにくく、
その使い方に不慣れで、
間違いを起こすこともよくある。
この点から考えると、
日本語の
受け身表現は中国語に比ぺて、
複雑で、
使用範囲も広いことは確
かである。
前節では、
能動文の客語を主語をすえたために、
客語がなくな
る楊合が多かった
が、
次にそれと類の途った、
客語を含んだ受け
身を検討しよう。
中国語の受け身表現には、
客語を含んだ文が多
い。「中国語文」
の中の李臨定氏の杏いた「被字句」によれば
受け身文は、
次の
十種類に分けられている。
①
主語と客語が所属関係にある。a他被敵人炸但了左脚。／彼は敵の爆弾によっ
て、
左足を偕
付けられた。
b在那次動乱中、
有的人被奪去了生命。／あの動乱の中で、
ある人
は命を奪われた。
「他」と「左脚」、「人」と「生命」とはそれぞれ所屈関係に
あ
る。
これは日本語の「私は泥棒に財布を取られた」、「私は犬に手
をかまれた」と同じ形式であって、
被害を表す点では一致してい
る
。②客語が主語の
1
部分である。
a平房被敵人焼毀了幾間。／平屋は敵に幾問も焼かれた。b敵人的五個師己経被我佃消滅了三個。／敵の五つの師団の
うち、
すでに三つは私たちに全滅された。
日本語の
場合、「平屋は敵に幾間も焼かれた」のよう
に、
客語
だった「幾間」も「三個」も客語でなくなり、「状語」（日本語には「状語」という言い方がないので、
ここで述用修飾語と言うべ
きだけれども、
客語も連用修飾語だから、
それと区別するには、
中国語の習慣に従
って、「状語」と言ってもいい
ように思う）に
なる。
これは日本語の数洞が客語になれないからである。
③
客語は数派と時間である。a他被門檻絆了一交。／彼は入り口のしきいにつまずいた。
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(X彼は入り口のしきいに一度を倒され
た。）
b在山里頭被包囲了三天三夜。／山の中に三日間包囲された。「一交」は動的な数畑で
、「三天三夜」は時間の長さである。
これも日本栢になると、
客語でなくなり
、「状語」になることで、
．②
と同じである。Q客語が動作の手段、
道具である。
a他用縄子梱上了箱子。（能動）b箱子被他梱上了縄子。（受動）
＇
日本語では道具を表す語は「で」格で表される。従って、
この
受動文をそのまま日本語の受け身文に
訳すと二通りが考えられる。
a箱は彼に縄で縛られた。b箱を彼に縄で縛られた。
しかし、
．この二文は、
日本語としては、
不成立である。だから
能動文の「彼は純で箱を縛った。」で表すのが自然である。
囮客語は動作の結果である。
他被大家選為小組長。
これは「彼は皆から組長に選ばれた」と直訳すれぱいい。中国
、
。
中
国
語に
おい
栢の「為」が「に」で表されるのも理解しやす"て、
客語だった「小組長」が
日本語
の湯合、「に」格で表すのが
登通である。
ただ
動作主の「に」格と間違えないように注意して
おく必要が
⑥主語は場所である。
大門被人上了鋲゜
これをそのまま受け身で日本語に
訳せば、「門には、
錠がかけ
られている」になる。けれど
も、
このような受け身表現は
日本語
としてあまりいい表現ではない
、「門には錠がかけてあった」といずれにしても、
中国語で主甜
訳すのが自然であ 。しかし、だった「門」
は日本語になると、
「に」格
で表される。そして、
それを「は
」でもって、
主題として扱われる。「門には」はもう
轟でなくなり、
場所を表す述用修飾語の前沿きという点に注意
すぺき ある。
の王語は材料、
道具
である。
．
他用那塊布倣了一条枷子。那塊布被他倣了一条被子。これを日本話に訳せば
aあの生地は彼女によってズポンに作られた。bあの生地を彼女にズポンに作られた。c彼女はあの生地でズポンを作 た。
a.
b文は岱場合と同様に不成立で
あり、
C文は一番自然な
表現である。
嬰語が方向性の動詞の客話である場合
、場
所を表す。
他被我推下水去。／彼は私に水中に突き裕とされた。日本語の中で、
方向を表すのに、
主として「へ」、「に」を用い
る。
だから、
客語だった「水」が「に」格で表されることは、
こ
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の種類の文での日中両国語の異なった点である。
⑨客話が介詞の客語である場合、
場所を表す。
a我被他拉到屋里。／私は彼に部屋の中に引っ張り込まれた。b他被反動派匿干死地 彼 反動派に窮地 追い込まれた。
a.b文では、「屈」、
H死地」はそれぞれ介詞「到」、「干」の
客語だったが、
これらの「到」、「子」の介詞は方向、
場所を表す
から
、
8本栢に訳したら、「に」
格で表すのが廿
通である。
また、
a..b文の客
栢が場所を表すのに対して、
介詞の客語が動作主を
表す例もある。例えば、
a人民視菜反動派。b反動派被棄干子人民
介詞「千」の客語「人民」は「拗棄」という動作の出所だか
ら、
8本語に訳せば、
反動派は人民に見捨てられた。「人民」が動作主という意味において、「に」格 表すのが当
然なのである。
囮恨用句に用いられた動詞と客語の場合
a敵人被我刑打了埋伏。／敵は私たちのおいていた伏兵に全
滅された。
b張小三被慣了個研哨泥。（陳登科）／張小三は口にいっぱ
い泥を押し付けられた。
．
8本語にも、．こういう使い方がある。例えば、
時ならぬ沖合からの叫ぴに岬の村の人達は、
度胆をぬかれたの
である。（壺井栄「二十四の咲」）文三はお勢に心を奪われていた。（二葉不亭四迷「浮雲」）「度胆をぬく」
、「心を奪う」は恨用句であり
、受
け身の場合も
「度胆
」、「心」をそのまま客語とするのである。
以上見たように①から閥までは、
中国語でも客語を
とる文とし
ての意味は同じで
ある。
しかし、
中国語で客栢があるのに、
日本
師に
なると、
「を」以外の連用修飾語となる場合
がある。
日本語
の客語は格助詞の「を」
で表される。（もちろん、「を」で表され
る語は必ずしも客桶とは限らない）だから
、そ
の概念範囲は、
中
国語と比べて、
ずっと狭い。
これは日本語では、
語句、
或いは単
語の文中に憫かれた位位が格助詞で表されるからであろう。
それ
では、
次に日本語において、「
を」
を含んだ受け身文を検
討しよう。
日本語では
、能動文を受け身文に換え
る時、
次のように能動文
の「を」格をそのままにする場合がある。
m間接受け身文に用いられる。
a甲は乙に日本語を教えている。b乙は から日本甜を教えられている。
a文で
は「乙」も「日本託」も、
連用修節罪とされ、
さらに細
かく分けて見ると、
b文で
は「乙」は「教えら
れる」の
主語と
なっている。
けれども「日本罪」という成分は「教える」、「教え
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られる」の変動と関係なく、
始終「教える」という動作の客栢で
•ある。
②利害の受け身第二節であげた例文は、
客観的で、
話し手と利笞関係がない、
それに対して、
話し手または主話と利笞
関係にあるという意味で、
ここではそれを「利害」と名付けよう。
1被老の受け身日本語では、
他動詞に受け身態があるだけでなく、
一部の自動
詞も受
け身態がある。「昨夜、
赤ちゃんに泣かれて、
よく眠れな
かった」のように、
話し手が「泣く」という動作の影響を受けて、
迷惑するという意味の言い方がある。
ただし、
自動詞にだけ迷惑
の受け身があるのではなく、
他動詞にも受け身文において「を」
と「が」の使い分けによって、
被害の受け身を表すことができ
る。
例えば
、
a家が焼かれた。
b家を焼かれた。
この二例においては、
a文は客観的な叙述で話し手の感情が含
まれていないのが普通である。
b文には話し手が直接に、
または
間接にその影需を受けて、
迷惑しているという意味が含まれてい
る。
a文と比ぺて、
主観的である。「真冬なのに、
焼け出される
のは困る」という話し手の切実な感惰が感じ取れる。
同じ例として、
次のようなものが挙げられる。
a台所においた魚を猫に食べられてしまった。
b門を閉められてしまって、
中に入ることができない。
c私は足 虫に刺され
て、
痛くてたまらない。
以上の各例文では、「を」格に立つ名詞を
主栢にすえないで、
そのまま客藷とするのが特徴
である。
a文「台所においた」とb
文「中には入るこ ができない」には主諮が現れていないが、
実
際に「私」と
いう
潜在的主語が全文を支配し
てい
る。
それを
「が」で換えると被害の意味がなくなり、
傍観者の立場に立つこ
とになる。
c文「私・足」では主語と客翡とが所屈関係にある。
要する そのいずれも間接受動者たる人間中心の
受け身表現であ
る。「が」と「を」
の使い分け
によって、
話し手の立場、
郎ち、
傍観者かそ
れとも当惑者かが分かる。
この問題は、
中国人の学習
者にとって、
案外難しい。
2恩恵の受け身「を」で表される受け身は、
被害を表すのが一般である。
しか
し、
時としては、
恩恵の気持ちを帝ぴる場合もある。
a仲人に手を取られて退場する。b妹は先生 作文をほめられて、
うれしそうです。
a文には潜在主語「私」が恩
恵を受ける語感が入っている「て
もらう」と匠き換えることができる。
b文では主語たる「妹」は
「ほめる」という勁作を受けている。
中国語の受け身表現では、
不本意を表すのが多い。本意か不本
意かは主として、受け身にされた動詞によって分かる。例えば、
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「ほめる・許す・助ける」などのよう
な動問、
それらの動詞自身
がいい意味で用いられるから、
恩恵として理解しやすい。
日本語
も大体そうであ ことはいうまでもある
まい。
ところが単に動詞
から見るのでは、
不十分で、
前後の関係を見なければ、
本意か不
本意 の判断 下せない場合は、
中国栢にも、
日本語にも幾らも
ある
。例
え
ば、
a娼子的倍好后、
被闘到区上工作、
担任婦救会長。／姐子の
偏が直ってから、
区役所に転勤させられて、
硝婦救会長に
なった。
b此后、
我被岡到男外一個地方、
而且改了行。
／その後、
私
はほかの所に左遷させられた。
a.
b二例では、
皆「調到」／「転勤する」という動詞を用い
たが、
前例では、
本意、
後例では不本意を表すことが明らかであ
る。
日本語もそうである。
例えば、
a仲人に手を取られて退場する。
.b
私ア打捨っといて、
ひょいと外の人に取られちゃつまらな
いと思ってさ・・・（永井荷風「腕くらぺ」）
同じ「取る」にしても、
a文では「てもらう」の意味で、
本意
を表し、
b文では「盗む」の意味で不本意を表している。
.3
恨用句に用いられる。
・
目
的括を含む慣 句は、
受け身に換え
ても、「を」格を
そのま
まにする。
これは受け身文に客語を含む用法の―つである。
それ
について、
先に述ぺたので、
ここで贅言しない。
しかし、
ここで
言いたいことは、
客語を含む恨用句は、
受勁形に換える際、
必ず
しも、「を」格そのままにするとは限らないことであ
る。
例えば、
美しい のには、
だれしも心が引かれるものです。
「を」の変わりに、「が」の用いられる用例である。「を」に比ペて、
客観的である。
迷惑の受け身
中国語の受け身文においては、
述絣をつけることができる。
そ
して、
意味の上では、「「彼」の前の名詞を支配できる動問でなけ
ればならない」(F芹代淡語八百詞
J)
。即ち、
その述語動詞は他動
詞でなければ らないという意味であ
る。
ところが、
日本語の場
合、
他動詞はもちろん、
一部の自動詞でも受け身表現が成立でき
る。例えば、
aタペは友達に遊ぴに来られて、
勉弛ができなかった。
bこの子は父に死なれて、
学校へも行けなくな
りました。
以上の例文は、「他者の動作、
作用の結果があ
る彩慮を
自分の
ほうに与える酋い方であ
る。
自分の力では防ぎようのない、
相手
側の一方的行為、
作用に対して用いられ、
間接的にその影響を受
ける人間が主栢として立つ。
．．．．
．． 
迷惑意敗が強く、
心理的受け身
として、
情意的な陰影の浚い、
はなはだ日本的な受け身である。」
（森田良行「受け身、
使役の首い方」）。「私は父に叱られる」の
四
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たぐいの受け身では、
父は「叱る」という動作を発して、「私」
は直接にそ 動作を
受ける。
それに対して、
例えば、「友達に来
られて、
勉強ができなかっ
た」のような受け身文は
「友達が来
る」によって、
こちらが、
その影特を受けて、
迷惑している。こ
の意味では、
迷惑の受け身は間接の受け身と言ってもよい。中国
話の受け身文で
客観的な叙述においても、
本意、
不本意の意
味においても、
その動詞は主栢を支配できる動飼
で、
他動詞であ
るのが一般であ 。ところが
中国語には自動詞の受け身が全く
ないとは言えない。例えば
官軍追殺一陣、
因為地形復雑、
給郭揺旗逃脱了。
／将兵は一気
に追漿したが、
地形が複雑なので
郭揺旗に逃亡された。
一定是叫躇了一個、
刑事先埋伏的隊貝、
不是毎個人都分好了？
／きっと一人に逃げられたに述いない、
あなたは事前にどの隊
貝も決められた所 潜伏させておいたのではないか。この二例は迷惑の意味を表すのは明らかで
ある。
その自動詞は
「逃」
、「粒」などに限られている。
もちろん日本語でも、
受け身
にすることのできる自動詞には制限がある。
「父に死なれる、
泣かれる、
行かれる、
客に来られる、
家に上
がり込まれる、
席に座られる、
従業員に休まれる、
泣き付かれる、
雨に降られる、
雨にたられる」
（森田良行「受け身、
使役の甘い
方」）などの、
中国語では受け身になれない自動詞も受動にす
る
ことができる。そ がために、
われわれ中国人の学習者が使う時
五
切である。 にも、
訳す時にも間違いを引き起こすこともしばしば見られる。
むやみやたらにどの自動詞にも「れる·られる
」をつけるという
ことをしたりする。
どのような自動詞が受動形として使えるかに
ついて、
森田良行氏「受
け身、
使役の首い
方」の中で
、
すでに
はっきり述ぺているの
で、
ここでは贅酋しない。
そして、
そのよ
うな自動詞の受け身を中国語 訳す際
にも、
簡単に「被」と訳さ
ないで、
文の意を正確に把掘して、
中国語の習慣に従うことが大
日中それぞれの表し方
日本語の受動表現では、
五段動詞には「れる」がつ
き、
それ以
外には「られる」がつく（サ変勁 場合は「さーれる、
圧せー
られる、
釆ぜ似ーられるなど、
語によって
異なる）のが特徴であ
る。
そして、
動作主を表すのに、「に」、「から」、「によって」な
どの格助詞が用いられる。この点では中国語に比ぺて、
複雑であ
る。
中国語では、
受動表現のマーカーとして、「被・
給・叫．
（教）
．誼·由
J
などの
「介詞」が用いられる。
これらの「介
詞」は単独で述語になることができず、
必ず名詞、
または動詞
前にすえて
、「介詞の連語」を構成して、
次の動詞を修飾する。
「被・給・叫・譲・
（教）
・由」
などの「介詞」は、
名詞の前に
すえて、
動作主を表す。
その中で「被・由
J
は文章に多く用いら
れる。「給・叫．瞑・
（教）」は使役と混用しやすいので、
文章に
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はあま
り用いられず、
口蹄にだけ用いられる。
日本船の楊合、
「に
」はあらゆる受け身文に使うことができる
が、「に•から・
によって
」
は、
全く同じ意味ではなく、
混用しては、
間述いを起
こすこともある。「に」は受け身文に一番多く用いられる格助詞である。
受け
身では動作主を表すのに、「に」はどんな場合にも
適用する。「から」 る場合は使えない。例えば、「子供に(Xから、
Xによって）泣かれる」
、「客に(X
から、
Xによって）来
られる」のような自動詞の迷惑の受け身の意味においても、「に」でなけ ばならない。これは
単に被店の受け身から考えるのでは、
不十分である。「皆から悪口を一百われた」も被害の受け身であるが「から」を使うことが き
だから、
述語動洞の性竹 見
るぺきだと思う。「 」は、
動作・作用の出発という意味が含
まれているから、
音戸・言策を発するという動作に使用できるよ
うである。
場合によると
、「に」
と「から」と
を骰き換えることができる。
これは大休次のような場合である。
m「から
」
をとることのできる
ものは、
人間を表す名詞、
代名
詞、
それ
に「学校・啓察・会社」などのような
擬人化できるよ
うなものに限られ
る。（鈴木忍「文法」より）
切動作主は人格名詞だからと言って、
みな「から」をつけてい
いと
思われがちだ
が、「私はすりから財布をすられた」のよう
な文では、「から」を使って
、い
けないことはないが、
不自然
さが感じられる。
だから
「から」を使って、
いいか悪いかはま
た述紐動詞
と関係がある
と思う。「か
ら」は前述し
たように
「ほ
めるふ粗む・言う」
のような音声による動作が直接に相手
に及ぶ動詞の米る文に使える。③「から」の
使用は「田中先生は学生から粒敬されている」の
ように、
動作主が梨団、北
U遥性を表す名詞にもつく。
④「彼は特から代表に選ばれた」のように‘
―つの文の中に、
「に」が現れては混乱が起きやすい。
それを避けるために「か
ら」
を用いるほうがすっきりする場合があると思う。
「AはBに（から）ーされる が日本語の代表的な受勁形であ
るのに対して、「AはBによって1される」という
のが西欧話式
の受動表現の一般形式とされている。「成功は不断の努力によって、
逹成される」のように、
西欧的受動形は無生物や抽象名岡が
主器に立つ表現が一般的である。
中国語では「逃こ総」のような自動詞を除いて、
自動洞のほと
んどが受動形になれな
い。
日本栢の中でも、
一部の自動岡（前に
非げた）を除けば、
ほかの自動詞には受動形がない。
中国語の
「埃・受・加永受」
、日
本諮の「受ける」は、
それ自身すでに受け
身の意味が含まれるから
、受
動形がない。
日本栢では、「続める・也け
る」のよ
うな可能動間と「でき
六
受 動 形 に な れ な い 動 詞
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